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1.  平成23年3月期第3四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第3四半期 11,144 81.1 741 ― 845 ― 816 ―
22年3月期第3四半期 6,152 △46.6 △1,142 ― △1,104 ― △1,109 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第3四半期 65.67 ―
22年3月期第3四半期 △89.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第3四半期 12,983 6,315 48.6 508.13
22年3月期 13,040 5,587 42.8 449.53

（参考） 自己資本   23年3月期第3四半期  6,315百万円 22年3月期  5,587百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年3月期 ― 0.00 ―
23年3月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  有   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,000 45.8 370 ― 520 ― 460 ― 37.01



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期3Q 12,969,000株 22年3月期  12,969,000株
② 期末自己株式数 23年3月期3Q  540,647株 22年3月期  538,412株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期3Q 12,429,037株 22年3月期3Q 12,431,148株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における世界経済は、中国をはじめとする新興国の個人消費や設備投資は旺盛で景気

を牽引する一方、欧米や日本においては景気対策効果の一服感や雇用情勢の改善が進まないなか、不透明感が強ま

りました。さらに日本では円高の影響も加わり、景気は足踏み状況となっています。 

 こうした環境のなか、当社グループは海外マーケットへの展開を強めるとともに、新製品のウエハーレベルパッ

ケージ向け装置の拡販と国内においてはＬＥＤ向け装置および電子通信部品などの新規事業の拡充にも積極的に取

り組んできました。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は11,144百万円（前年同四半期比81.1％増）、営業利益は741百

万円（前年同四半期は営業損失1,142百万円）、経常利益は845百万円（前年同四半期は経常損失1,104百万円）、

四半期純利益は816百万円（前年同四半期は四半期純損失1,109百万円）となりました。 

 セグメントの業績は次のとおりであります。 

① 電子部品組立装置 

 電子部品組立装置の受注高は、半導体市場及びＬＥＤ市場が第２四半期連結会計期間まで堅調に推移しており

ましたが、第３四半期連結会計期間から調整期に入り低水準で推移いたしました。利益面につきましては、受注

残高を順調に売上計上したことにより利益を確保することができました。この結果、売上高は6,807百万円とな

りました。 

② 電子部品 

 電子部品については、第２四半期連結会計期間までＬＥＤの安定した需要に加え、パソコン、携帯電話及びデ

ジタル家電向けの半導体生産が好調を維持し、受注高及び売上高は順調に推移いたしましたが、第３四半期連結

会計期間から半導体市場及びＬＥＤ市場が調整期に入り受注高は低水準で推移いたしました。この結果、売上高

は3,360百万円となりました。 

③ その他 

 その他については、主に電子部品組立装置用金型が第２四半期連結会計期間までの好調から一転して縮小傾向

となる一方で電子部品用金型が増加し、利益確保することができました。この結果、売上高は976百万円となり

ました。 

  

（注）当第３四半期連結累計期間から、セグメント区分を変更したため、各セグメントの対前年同期との金額比較

は記載しておりません。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、12,983百万円（前連結会計年度末は13,040百万円）となり、

前連結会計年度末と比較して57百万円減少いたしました。これは主に有形固定資産の減少によるものでありま

す。 

 当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、6,668百万円（前連結会計年度末は7,453百万円）となり、

前連結会計年度末と比較して784百万円減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金、短期借入金の減少

によるものであります。 

 当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、6,315百万円（前連結会計年度末は5,587百万円）とな

り、前連結会計年度末と比較して727百万円増加いたしました。これは主に四半期純利益の計上による利益剰余

金の増加によるものであります。 

 なお、これらの要因により、自己資本比率は48.6％（前連結会計年度末は42.8％）となりました。 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して90百万円減少し、当第３四半期連結累計期間末には2,988百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果、資金は634百万円の増加（前年同四半期は150百万円の減少）となりました。これは主に税

金等調整前四半期純利益の計上によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果、資金は403百万円の減少（前年同四半期は10百万円の減少）となりました。これは主に金

型用の加工設備を中心とした有形固定資産の取得によるものであります。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報



（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果、資金は303百万円の減少（前年同四半期は149百万円の減少）となりました。これは主に短

期借入金の減少によるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月13日に公表いたしました平成23年３月期通期業績予想を修正いたしました。 

 詳細につきましては、本日（平成23年２月８日）公表の「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照下さい。

  

（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が第２四半期連結会計期間末に算定したものと著しい変化がない

と認められるため、第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。 

② 棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算定に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の実

地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によ

っております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

資産除去債務に関する会計基準の適用 

 当第３四半期連結累計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用方針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

 これにより、営業利益及び経常利益は、それぞれ193千円減少しており、税金等調整前四半期純利益は、21,461

千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は23,446千円であります。 

  

２．その他の情報



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,018,777 3,078,893

受取手形及び売掛金 2,561,059 2,643,813

商品及び製品 721,429 712,384

仕掛品 1,182,281 1,168,509

原材料及び貯蔵品 554,220 362,149

その他 241,028 295,273

貸倒引当金 △2,090 △1,200

流動資産合計 8,276,707 8,259,823

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,551,120 1,656,083

機械装置及び運搬具（純額） 782,963 792,724

土地 856,244 856,244

その他（純額） 261,364 225,486

有形固定資産合計 3,451,693 3,530,539

無形固定資産 197,786 225,555

投資その他の資産   

関係会社出資金 501,554 505,508

その他 566,037 530,614

貸倒引当金 △10,109 △11,137

投資その他の資産合計 1,057,483 1,024,986

固定資産合計 4,706,963 4,781,081

資産合計 12,983,670 13,040,904

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,095,792 2,457,065

短期借入金 2,300,000 2,640,000

1年内返済予定の長期借入金 210,500 168,000

未払法人税等 31,345 12,246

賞与引当金 57,840 89,861

製品保証引当金 45,322 32,154

その他 560,915 709,006

流動負債合計 5,301,716 6,108,332

固定負債   

長期借入金 436,400 410,000

退職給付引当金 828,931 843,820

その他 101,401 90,848

固定負債合計 1,366,732 1,344,668

負債合計 6,668,448 7,453,001



（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,837,500 5,837,500

利益剰余金 1,298,673 482,407

自己株式 △99,641 △99,062

株主資本合計 7,036,531 6,220,845

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △10,553 728

為替換算調整勘定 △710,756 △633,671

評価・換算差額等合計 △721,309 △632,942

純資産合計 6,315,221 5,587,902

負債純資産合計 12,983,670 13,040,904



（２）四半期連結損益計算書 
【第３四半期連結累計期間】 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

売上高 6,152,838 11,144,325

売上原価 5,649,331 8,541,236

売上総利益 503,507 2,603,089

販売費及び一般管理費 1,645,662 1,861,144

営業利益又は営業損失（△） △1,142,155 741,945

営業外収益   

受取利息及び配当金 4,261 2,568

持分法による投資利益 － 78,270

受取技術料 25,379 25,460

助成金収入 79,698 －

その他 45,879 63,113

営業外収益合計 155,219 169,413

営業外費用   

支払利息 51,063 48,436

持分法による投資損失 46,402 －

為替差損 12,025 4,994

売上債権売却損 4,630 10,098

その他 3,025 2,128

営業外費用合計 117,147 65,658

経常利益又は経常損失（△） △1,104,083 845,700

特別利益   

固定資産売却益 15,040 16,632

貸倒引当金戻入額 14,449 －

その他 73 －

特別利益合計 29,563 16,632

特別損失   

固定資産売却損 416 －

固定資産除却損 1,181 2,226

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,268

投資有価証券評価損 27,900 －

その他 － 185

特別損失合計 29,498 23,680

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,104,018 838,651

法人税、住民税及び事業税 6,852 22,332

法人税等調整額 △1,690 54

法人税等合計 5,161 22,386

少数株主損益調整前四半期純利益 － 816,265

四半期純利益又は四半期純損失（△） △1,109,180 816,265



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,104,018 838,651

減価償却費 374,347 443,964

貸倒引当金の増減額（△は減少） △14,250 △138

賞与引当金の増減額（△は減少） △66,599 △31,701

製品保証引当金の増減額（△は減少） 1,880 13,168

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,932 △14,889

受取利息及び受取配当金 △4,261 △2,568

支払利息 51,063 48,436

為替差損益（△は益） 17,037 8,299

持分法による投資損益（△は益） 46,402 △78,270

固定資産売却損益（△は益） △14,623 △16,632

固定資産除却損 1,181 2,226

投資有価証券売却損益（△は益） △73 185

投資有価証券評価損益（△は益） 27,900 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 21,268

売上債権の増減額（△は増加） 260,299 75,349

たな卸資産の増減額（△は増加） 5,523 △228,238

未収消費税等の増減額（△は増加） 25,250 △22,525

その他の流動資産の増減額（△は増加） △38,980 79,678

仕入債務の増減額（△は減少） 414,031 △346,300

その他の負債の増減額（△は減少） △73,942 △89,867

その他 11,792 1,105

小計 △86,972 701,202

利息及び配当金の受取額 4,723 2,598

利息の支払額 △50,859 △48,081

法人税等の支払額 △27,302 △24,079

法人税等の還付額 9,668 2,454

営業活動によるキャッシュ・フロー △150,741 634,095

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △275,224 △391,946

有形固定資産の売却による収入 54,719 46,132

無形固定資産の取得による支出 △6,924 △18,462

投資有価証券の取得による支出 △448 △250

投資有価証券の売却による収入 14,126 2,437

定期預金の払戻による収入 205,000 －

定期預金の預入による支出 － △30,000

その他の支出 △3,031 △13,012

その他の収入 995 2,066

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,787 △403,035

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △30,000 △340,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △90,000 △131,100

自己株式の取得による支出 △163 △578

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △28,795 △31,374

配当金の支払額 △484 △144

財務活動によるキャッシュ・フロー △149,444 △303,198



（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △10,873 △17,977

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △321,846 △90,115

現金及び現金同等物の期首残高 3,903,146 3,078,893

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,581,299 2,988,777



 該当事項はありません。 

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  

〔海外売上高〕 

 前第３四半期連結累計期間（自平成21年４月１日 至平成21年12月31日） 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
半導体製造
装置 
（千円） 

金型 
（千円） 

リードフ
レーム等 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                                    

(1）外部顧客に対する売

上高 
 1,868,365  1,875,229  2,409,244  6,152,838  －  6,152,838

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 1,415  2,170  －  3,585  (3,585)  －

計  1,869,780  1,877,399  2,409,244  6,156,424  (3,585)  6,152,838

営業損失  394,818  177,779  125,304  697,902  (444,252)  1,142,155

  
日本 

（千円） 
アジア 
（千円） 

計 
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結 
（千円） 

売上高                              

(1）外部顧客に対する売上高  4,632,901  1,519,937  6,152,838  －  6,152,838

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 297,541  101,445  398,986  (398,986)  －

     計  4,930,442  1,621,382  6,551,825  (398,986)  6,152,838

営業損失  509,644  188,258  697,902  (444,252)  1,142,155

  アジア その他 計 

Ⅰ 海外売上高（千円）  3,108,407  377,237  3,485,644

Ⅱ 連結売上高（千円）  －  －  6,152,838

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の割合（％）  50.5  6.1  56.7



〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経営資源の

配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、半導体製造装置、金型、リードフレーム及び各種電子部品等の製造販売を主要な事業としております。

 従って、当社は、これらを基礎とした製品別のセグメントから構成されており、「電子部品組立装置事業」及び

「電子部品事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 「電子部品組立装置事業」は、モールディング装置、リード加工機及びモールド金型等を製造・販売しておりま

す。「電子部品事業」は、リードフレーム及び電子通信部品等を製造・販売しております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年12月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リード加工金型及びリードフ

レーム生産用金型の調達・販売等を行っております。 

２．セグメント利益の調整額△457,102千円には、セグメント間取引消去361千円及び各報告セグメントに配分

していない全社費用△457,463千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

（追加情報） 

 当第３四半期連結累計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３

月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３月

21日）を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
その他 
（注）１ 

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３ 

電子部品 
組立装置 

電子部品 計 

売上高              

外部顧客への売上高  6,807,899  3,360,381  10,168,280  976,045  11,144,325  －  11,144,325

セグメント間の内部

売上高又は振替高 
 42,157  －  42,157  243,703  285,860  △285,860  －

計  6,850,056  3,360,381  10,210,437  1,219,748  11,430,186  △285,860  11,144,325

セグメント利益（△損

失） 
 1,107,183  △13,385  1,093,797  105,249  1,199,047  △457,102  741,945

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記



 生産、受注及び販売の状況 

(1）生産実績 

 当第３四半期連結累計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。 

 ２．金額には消費税等は含まれておりません。 

  

(2）受注状況 

 当第３四半期連結累計期間の受注状況をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注） 金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。 

  

(3）販売実績 

 当第３四半期連結累計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

 （注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。 

２．前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実

績の総販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

３．金額には消費税等は含まれておりません。 

  

４．補足情報

セグメントの名称 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％） 

電子部品組立装置（千円）  6,295,149  －

電子部品（千円）  3,195,557  －

 報告セグメント計（千円）  9,490,706  －

その他（千円）  943,441  －

合計（千円）  10,434,148  －

セグメントの名称 受注高（千円） 前年同四半期比（％） 受注残高（千円） 前年同四半期比（％）

電子部品組立装置  4,778,490  －  2,160,326  －

電子部品  3,584,503  －  300,208  －

報告セグメント計  8,362,994  －  2,460,534  －

その他  879,846  －  323,615  －

合計  9,242,840  －  2,784,150  －

セグメントの名称 
当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

前年同四半期比（％） 

電子部品組立装置（千円）  6,807,899  －

電子部品（千円）  3,360,381  －

 報告セグメント計（千円）  10,168,280  －

その他（千円）  976,045  －

合計（千円）  11,144,325  －

相手先 

前第３四半期連結累計期間 
（自 平成21年４月１日 
至 平成21年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間 
（自 平成22年４月１日 
至 平成22年12月31日） 

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％） 

Sumiko Leadframe (Thailand) Co.,Ltd.  909,933  14.8  1,311,869  11.8
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